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研究成果の概要（和文）：　「Mixed methods research」を用いて,子どもが思春期を迎える「家族の発達危
機」に対するシングルマザーの「生きる力の源泉」の体験を明らかにした。
　対象者は，思春期の子どもの子育てに苦悩し子どもの将来への心配を持っていた。しかし，責任ある養育への
惜しみない努力と前向きに暮らす毎日の工夫を基盤に周囲の力を借りる力を持ちながら，対象者其々の形で苦悩
を乗り越えようとする強い力があった。その力の支えは，子どもの成長への期待と自身の展望，それでいいとい
う承認を引き出す肯定的感情であった。これらの体験がシングルマザーの「生きる力の源泉」であり，そこに対
する支援が必要であると考える。

研究成果の概要（英文）： "Mixed methods research" was used to clarify the experience of single 
mother's "a source of living power" against "crisis of family development" where children are at 
puberty.
 The subject was suffering from child-rearing of adolescents and had concern about the future of 
children. However, while having the power to borrow the power of the surroundings based on the 
generous efforts to responsible care and the everyday ingenuity that lives positively, there was a 
strong ability to overcome anguish in each of the subjects. The support of that power was a positive
 feeling that brings out expectations for children's growth, their own perspective, and approving 
themselves. In other words, these experiences were thought to be "a source of living power" by a 
single mother, and our study demonstrates it is necessary to support on it.

研究分野： 看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
シングルマザー123.8 万世帯の約 80%は離

婚による 1)。シングルマザーは種々のリスク
にも関わらず離婚を決意し一人で子どもを
育てようと決意した親であるとともに，親と
して葛藤しストレスフルな危機的様相にあ
る。シングルマザーにとって子どもの養育は
大きな悩みであり，思春期の子どもをひとり
で養育することは，特に大きな重荷やリスク
になっている。 
一般に思春期の子どもは，乳幼児期以来蓄

積してきた親との親密性と同一化による肯
定的な親への同一化と，「こんな（親のよう
な）人間にはなりたくない」と感じる否定な
同一化の間で揺れ動く。親に相談や助けを求
めなくなるなど，思春期の親子関係は質的な
変化を引き起こす。また，思春期の子どもは，
第二次性徴による身体的大変化に伴い性感
染症や人工妊娠中絶の問題を抱える時期で
もある。また，思春期の子どもが，性を含め
た未知の世界の危機にさらされているよう
に，思春期の子どもを持つ母親も,大きな戸
惑いや不安を抱えている。特に，思春期の子
どもを持つシングルマザーは，心理社会的ス
トレスが高いと報告されており 2），シングル
マザーは今まで子どもを育ててきた過程を
振り返りながら，子どもとの関係を再構築す
る時期であるともいえる。加えてシングルマ
ザーは，離婚によって子どもに父親を喪失さ
せた負い目を抱えていると予測され，思春期
の子どもを持つシングルマザーは家族の発
達危機の状況であると考えられる。 
今までの多くの研究は，シングルマザーの

子どもの若年ハイリスク妊娠や，子どもによ
る孫への虐待等を，シングルマザーの子育て
におけるリスクと捉え，その関連要因や原因
の解明を試みている。しかし，離婚によりシ
ングルマザーとなった母親は「ひとりで子ど
もを育てる」決意をし，日々の生活を歩んで
いる「生きる力」をもつ人であると考える。
本研究では日々の困難のなかで，子どもを一
人前に育て上げるシングルマザーの力の源
泉について着目する。 
研究結果はシングルマザーとその家族に

関わる保健医療・教育・福祉関係職種への支
援資料として活用でき,具体的な支援方法の
指標となる。さらには,面接による内省はシ
ングルマザー自身にも「生きる力」を与える
ものとなると予測される。 
２．研究の目的 
1）子どもが思春期を迎える「家族の発達危
機」を,シングルマザーがどのように乗り越
えていこうとしているのか,子どもが自立期
（成人）を迎えようとしているシングルマザ
ーが「家族の発達危機」をどのようには乗り
越えたのかの体験を明らかにする。 

2）シングルマザーの「生きる力」の源泉に
ついて考察し，シングルマザーに対する支援
の方法を明示する。 
３．研究の方法 
1）研究デザイン 
シングルマザーの「生きる力」を明らかに

するために,量的研究・質的研究結合の研究
デザインである「Mixed methods research」
とした。 
2）研究対象 
第 1子が思春期の子どもをもつシングルマ

ザー8名，第 1子が思春期を終えた子どもを
持つシングルマザー8名の計16名を対象とし
た。また，死別と離婚では家族の危機の様相
が異なると予測されることから，シングルマ
ザーとなった理由は離婚とした。子どもは働
いている場合やニートの場合も含めた男女
の子どもをもつシングルマザーとした。思春
期を終えた子どもの年齢は，母親が子どもの
思春期を想起しやすく，成人への移行期であ
る高校卒業後の年齢 19 歳～20 代の青年期の
男女とした。 
3）収集方法 
研究者の大学ホームページに調査対象者

募集のバナーを掲載しリクルートする。また，
研究者や母子会（地方自治体など）からスノ
ーボール方式で対象者をリクルートした。 
4）分析方法 
(1)シングルマザーの首尾一貫性（SOC ：

Sense of Coherence 尺度：13 の質問項目か
らなり「とてもよくある」～「全くない」7
段階評定で点数が高いほどSOCが高いと評価
する・最高 91 点）3-5）と，心理社会的不安（不
安尺度：15 項目からなり「かなり思う」～「全
く思わない」の 5段階評定で点数が高いほど
不安が強いと評価する・最高 75 点）6）・7）の
質問紙から得たデータを記述統計しシング
ルマザーの状況を客観視する。 
 (2)次に，ナラティヴ・アプローチを用いて
得たデータを, シングルマザーが直面した
困難や支えとなった，文化的,社会的,心理的
文脈を過去・現在・未来の時間軸で下記の手
順に従って質的記述的にまとめる。 
①逐語録を作成し，データを繰り返し読み

全体像を把握する。 
②シングルマザーが直面した困難や支援

等の文脈を取り出し，コード化し共通点につ
いて分類する。 
③複数のコードが集まったものに対して

ネーミングし，サブカテゴリー化する。 
④サブカテゴリー間に共通する内容を見

出しカテゴリー化する。 
⑤シングルマザーが「家族の発達危機」で

ある思春期の子どもを持つシングルマザー
がどのように乗り越えていこうとしている
のか，またどのように乗り越えてきたのかの



シングルマザーの体験の構造図を描く。 
(3)ナラティヴデータと SOC 尺度値（首尾一
貫性）の結果を合致させ，シングルマザーの
「生きる力の源泉」として具体的に示す。 
(4)最後に，第１子が思春期であるシングル
マザーと,第 1子が思春期を終えているシン
グルマザーの「家族の発達危機」におけるシ
ングルマザーの「生きる力」について考究し，
支援の方法を考える。 
上記一連の方法の信頼性や妥当性につい

てスーパーバイズを受け検討する。 
5）研究期間 
平成 25 年倫理審査承認後～平成 28年 12

月 
6）倫理的配慮 
看護研究のための倫理指針（日本看護協

会），疫学研究に関する倫理指針（文部科学
省・厚生労働省）を遵守し研究を実施した。 
(1)研究について高知大学研究倫理委員会の
審査を受け承認を得る。 
(2)対象の紹介を依頼するすべての施設（母
子会等）に研究計画書を提出し審査を受ける。
承認が困難な場合は，研究内容を再検討し再
度倫理委員会の承認を得た上で再審査を依
頼する。あるいは他施設への依頼を検討する
など，研究遂行に努力する。 
(3)本研究は特定地域での調査のため，個人
情報の保護を厳格に実施する。面接調査では，
個人情報は面接者のみが取扱い，2重コード
化によって匿名データを作成し分析する。ま
た，デモグラフィック変数の収集および取扱
いに十分に配慮する。 
(4)説明書に倫理的配慮（調査目的・方法・
自由意思による参加・プライバシーの保護）
を明記し，調査は，対象者へのインフォーム
ド・コンセントに基づいた文書による同意を
得て行う。 
(5)収集した資料はパソコン本体に保存せず，
電子媒体に保存し厳重に施錠管理する。 
(6)成果発表の際は，特定地域の調査である
ことを十分考慮し，発表内容・機会・場所等
について厳格な検討を行う。 
(7)資料及びデータは，面接調査対象者の開
示要求に対応するため，研究終了後 5年間保
管後，複数の研究者立会いのもと廃棄する。 
４．研究成果 
1）対象の背景 
表 1の A氏から H氏の８名を子どもが 

思春期の危機を乗り越えて自立へと向かう
【第1子が思春期を終えた子どもを持つシン
グルマザー】（以下【子どもが思春期を終え
た母親】と表現する）とした。I氏から P氏
の８名を【第 1子が思春期の子どもをもつシ
ングルマザー】（以下【子どもが思春期の母
親】と表現する）とした。 
 

 表 1：対象の背景 
年齢（歳代） 健康状態 第1子の年齢

（歳代）
子ども就職 両親と同居

A氏 50 良好 20 就職 母親

B氏 40 良好 10 学生 別棟

C氏 40 良好 20 学生 無

D氏 40 良好 20 就職 別棟

E氏 50 良好 20 就職 無

F氏 50 良好 20 就職 有

G氏 40 良好 20 学生 有

H氏 40 良好 10 就職 無

I氏 40 良好 18 学生 無

J氏 30 やや不良 10 学生 無

K氏 50 良好 10 学生 無

L氏 40 良好 10 学生 有

M氏 40 良好 10 学生 母親

N氏 40 良好 10 学生 父親

O氏 30 良好 10 学生 母親

P氏 50 良好 10 学生 無  
 
・対象者の年齢：【子どもが思春期の母親】
の年齢は（平均 43.5±6.8 歳）であった。【子
どもが思春期を終えた母親】の年齢は 41～52
歳（平均 47.3±4.0 歳），31～51 歳であった。 
・対象者の健康状態：16名中 15 名は良好と
答えていたが1名は関節痛がありやや体調不
良と答えていた。 
・子どもの年齢：【子どもが思春期の母親】
の年齢は，11～18 歳（平均 15.0±2.9 歳）で
あった。【子どもが思春期を終えた母親】の
年齢は 19～26 歳（平均 22.4±3.6 歳）であ
った。  
・子どもの社会的位置：【子どもが思春期の
母親】の子どもは全て中学生・高校生であっ
た。【子どもが思春期を終えた母親】の子ど
もは８名中５名が就職しており他の者は大
学生であった。 
・両親との同居：母親ないし両親と同居して
いる者は７名で９名は別居であったがその
内２名は別棟に両親が居る状況であった。 
・離婚してからの年数：10 年以上が 11 名，
５年以上 10 年以内の者が５名でその内，数
年前から別居していたが離婚してからは２
年以内の者が２名であった。 
2）シングルマザーの首尾一貫性（SOC 尺度）
と，心理社会的不安（不安尺度）の結果 
（1）SOC 尺度の結果（図 1） 
【子どもが思春期の母親】・【子どもが思

春期を終えた母親】ともに「把握可能感」・「処
理可能感」・「有意味感」其々の項の割合は
60％以上と高い得点であった。全体の平均得
点は，【子どもが思春期を終えた母親】の方
が【子どもが思春期の母親】より 4.4 点高か
った。「把握可能感」・「有意味感」は【子ど
もが思春期を終えた母親】が高く，「処理可
能感」は【子どもが思春期の母親】がわずか
に高かった。特に「有意味感」では【子ども
が思春期を終えた母親】が【子どもが思春期
の母親】より 3.9 点高かく，その割合は 80％
以上であった。【子どもが思春期を終えた母
親】が全体の平均得点において高い原因は､
「有意味感」が高かったためであると考えら



れる。SOC の「有意味感」とは，「人生や生活
を送る中で出会った出来事に対して，その出
来事が自分にとってとても意義があり価値
があると見なせる，あるいは挑戦と見なせる
感覚」8）とされている。このことから，【子ど
もが思春期を終えた母親】は人生経験の中で，
種々の楽しい或は苦しい体験にも意味を見
出し現在まで歩んできた結果が数値として
現れているものと考えられる。 
 

 
図 1：【子どもが思春期の母親】と 

【子どもが思春期を終えた母親】の SOC の平均点の比較
（ｎ＝16） 

 
(2)不安尺度の結果（図 2・図 3） 
 全体の不安得点の平均は，49.1 であった。
【子どもが思春期の母親】は【子どもが思春
期を終えた母親】より 1.3 高かった（図 2）。 
 【子どもが思春期の母親】は子どもが思春
期であり家族の発達危機の真っただ中にあ
るため，不安得点が【子どもが思春期を終え
た母親】よりも高かったことは容易に想像で
きる。 
不安尺度得点の高い項目の上位5つは，【子

どもが思春期の母親】は，①自分の健康，②
家事と仕事との両立，③子どもに対する責任，
④金銭，失業等仕事，であった。【子どもが
思春期を終えた母親】は，①子どもに対する
責任，②家族への支援，③金銭，④家族の世
話，⑤自分の健康，であった（図 3）。【子ど
もが思春期の母親】は，子どもを一人前に育
てなければならない責任から，とにかく自分
が健康で仕事を一生懸命することが一番で
あると思っているのではないかと考えられ
る。また、【子どもが思春期を終えた母親】
は，子どもに対する責任は同様にありながら
も，自身のライフサイクル 9）において，家族
の世話等，新たな責任が増えてきているので
はないかと考えられる。 
3）ナラティヴ・アプローチを用いて得たデ
ータの逐語録の質的分析結果 
（1）【子どもが思春期の母親】と【子ども
が思春期を終えた母親】のカテゴリーとサブ
カテゴリー 
【子どもが思春期の母親】・【子どもが思

春期を終えた母親】においてサブカテゴリー
の内容は異なるが，11 の同様のカテゴリーが

抽出された。異なって抽出されたカテゴリー
は，【子どもが思春期の母親】からは，《自
分が病気になった時の心配》や《子どもが非
行に走らないかの心配》・《自分の背中を見
ている子どもの考え方への心配》のサブカテ
ゴリーからなる〔子どもの将来に対する心
配〕の 1カテゴリーであった。【子どもが思
春期を終えた母親】からは，《周囲に対する
意地》・《周囲の心ない言葉に対する口惜し
さ》・《夫に対する意地》のサブカテゴリーか
らなる〔周囲に対する意地〕と，《子どもが
大学に入る》・《優しい子どもに育ってくれ
た》等の５のサブカテゴリーからなる〔ここ
まで育てた誇り〕の２カテゴリーが抽出され
た。【子どもが思春期の母親】においては，
子どもが順調に大人になってほしいという
母親の気持ちが〔子どもの将来に対する心
配〕として抽出されたと考えられる。また，
【子どもが思春期の母親】と【子どもが思春
期を終えた母親】の時代背景が最大 15 年の
差があるため，〔周囲に対する意地〕という
カテゴリーが強調されて抽出されたのでは
ないかと考えられる。さらに，【子どもが思
春期を終えた母親】では，子どもが何とか順
調に育ってくれたという想いと共に，親とし
ての役割を何とか果たせ，子どもと共に「家
族の発達の危機を」乗り越えることができた
という安堵の気持ちとして〔ここまで育てた
誇り〕というカテゴリーが抽出されたと考え
る。 
(2) 【子どもが思春期の母親】と【子どもが
思春期を終えた母親】の抽出されたカテゴリ
ーからみるシングルマザーの体験（図 4） 
シングルマザーの体験は，『離婚時のアン

ビバレント』な気持ちに整理をつけ『独り親
としての子育てに対する決意』していた。子
どもが思春期という家族の発達危機として
は，『子育てに対する苦悩』として具体的に
表現されており，『子どもの将来に対する心
配』に繋がるものであった。シングルマザー
はこの家族の発達危機に対し，『周囲に対す
る意地』という気持ちとともに『周囲の力を
かりる』という周囲に助けを求める力を持ち，
『子どもの将来への願い』・『自分自身の展
望』・『自分の成長の承認』を支えに，『子ど
もと対峙する』，『自分の力を信じる』という
主体的な子育ての力を持って日々生活を送
っていた。そして，日々生活を送ることがで
きることに対し，支えてくれた周囲に対する
『周囲の人々への感謝』の気持ちを忘れてい
なかった。さらに，【子どもが思春期を終え
た母親】には思春期の家族の危機を乗り越え
てきた過去を振り返って，『子どもへの贖罪』
の気持ちが多く表出されていた。同時に『こ
こまで育てた誇り』という，独りで子どもを
一人前に育て上げた満足感ともとらえるこ



とができる気持ちがあった。 
このように，離婚時のアンビバレントな気

持ちを持つ対象者は，思春期の子どもの子育
てに苦悩し子どもの将来への心配を持って
いた。しかし，シングルマザーとして，責任
ある養育への惜しみない努力と前向きに暮
らす毎日の工夫を基盤に周囲の力を借りる
力を持ちながら，対象者其々の形で苦悩を乗
り越えようとする強い力があった。その力の
支えは，子どもの成長への期待と自身の展望，
そして，それでいいという承認を引き出す肯
定的感情と考える。すなわちこれらの体験が，
シングルマザーの「生きる力の源泉」である
と考えられる。これらの体験は直線ではなく
行きつ戻りつらせん状になって繋がり生き
る力になっていくものと考えられた。 
 

 
 図 2：【子どもが思春期の母親】と 

【子どもが思春期を終えた母親】の 
   不安尺度の平均点の比較（ｎ＝16） 

 
 

 
  図 3：【子どもが思春期の母親】と 

【子どもが思春期を終えた母親】の 
不安尺度項目の得点（ｎ＝16） 

 

 
図 4：【子どもが思春期の母親】と【子どもが思春期

を終えた母親】の抽出されたカテゴリーの構造図 

 

表 2：【子どもが思春期の母親】の語りから 
抽出されたカテゴリーとサブカテゴリー

 
 
表 3：【子どもが思春期を終えた母親】の語りから抽
出されたカテゴリーとサブカテゴリー 

 



表 4：各対象者の不安尺度得点と 
SOC 得点 

   

不安得点
（合計75点）

SOC得点
（合計91点）

A氏 52 61
B氏 51 69
C氏 46 74（81.3％）
D氏 34 75（82.4％）
E氏 51 58
F氏 54 73（80.2％）
G氏 51 56
H氏 49 60
I氏 58 72
J氏 60 54
K氏 42 61
L氏 38 75（82.4％）
M氏 45 86（94.5％）
N氏 59 45
O氏 56 50
P氏 40 48  

 

 
 図 5：SOC 得点が高い（80％以上）者の其々の「把

握可能感」・「処理可能感」・「有意味感」の割合 

 
4）各対象者の不安尺度得点と SOC 得点 
 不安尺度の得点とSOCの得点には負の相関
傾向があった。特に SOC 得点が 80％以上の者
は不安得点が低い傾向であった（表 4）。 
 SOC 得点が高い（80％以上）者の其々の「把
握可能感」・「処理可能感」・「有意味感」にお
いては「処理可能感」の割合が低い者が【子
どもが思春期を終えた母親】にいたが，特に
「有意見感」の割合は平均よりどの母親も高
かった（図 5）。 
 アントノフスキーはこの「有意味感」は強
いSOCを維持増進するうえで重要な位置にあ
ると述べている。そして，強い SOC をもつ人
は，絶えず生じている世の中に柔軟に適応す
ることができる人を指し，この柔軟な適応の
核に「有意味感」があると考えられる。さら
に，長期的な展望はもちろんのこと，本人に
よる主体的な日々の努力の継続が必要であ
る 8）。とも述べている。つまり，SOC の高い
シングルマザーは種々の体験の事実をどう
いう状況で発生したのか，そこにどのような
ことが影響したのかということを考え，次に
生かすよう意味づけ適応しながら前進して
いるものと考えられる。すなわち，シングル
マザーの「生きる力の源泉」にはその体験を
意味づけ適応する力が重要であると考える。 
 以上、「家族の発達危機」である思春期の
子どもをもつシングルマザーへの支援には，
この力の源泉に対する支援が必要である。つ
まり，①公助・共助の充実。②シングルマザ
ー其々の体験（心身の生きる力や展望が語り
合える）を共有できる場の提供。③支え合え

るコミュニティの構築。④シングルマザーが
特別ではないという種々の生き方を認め合
える社会の構築。⑤シングルマザー自身の努
力，が必要である。 
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